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●減少が続く輸出 

新型コロナウイルスの影響で、全国、関西ともに輸出の減少が続いている。直近の 20年 4月は、全国が

21.9％減、関西は 5.5％減となった（図表 1）。米中貿易摩擦の影響

もあり、輸出はかねてから減少傾向が続いていたが、全国的には新

型コロナの影響でそれがエスカレートしている。 

一方、4月の動きについては、関西は全国に比べて減少幅が小さい

が、それは輸出に占める自動車の比率の違いが大きい。全国の 4 月

の減少は自動車による部分が大きく、それを除けば減少率は大きく

低下する（図表2）。 

自動車を含む輸送用機器が輸出に占める割合については、全国で

24％に上る一方、関西では4％にとどまる（19年実績）。結果として

足元の自動車の不調が全体に及ぼす影響は、全国と関西では大きく

異なる。 

加えて、4 月の関西からの輸出については、中国向けを中心とし

た 5Ｇやスマートフォン、ＰＣ向けの電子部品が好調に推移したほ

か、ゲーム機や医薬品といったコロナ関連の動きの増加もあり、減

少幅は全国を下回る結果となった。 

 

●海外の生産は3～4月が底か 

一方、輸出を取り巻く環境に目を向けると、海外の製造業 PMIは

4月を底に上向きつつある（図表 3）。特に中国は一定の回復をみせ、

すでに50の水準にまで戻っている。実際、関西の輸出をみると、中

国を中心としたアジア向けは決して悪くない。 

加えて、欧米でも都市の封鎖（ロックダウン）が順次解除となり、

生産活動も徐々に戻りつつある。それぞれの PMI の推移にも表れて

いるように、回復ペースは緩慢であるものの、今後は徐々に上向くこ

とが予想される。それには各国政府による積極的な経済対策も追い

風となろう。 

これらを素直に受け取れば、輸出環境としては 3～4月が最悪であ

ったとの見方も成り立つ。5月以降は輸出が上向く可能性もあるだけ

に、その推移が注目される。 

 

●輸出と生産の反転への期待 

そういった中で、今回のコロナショックによる経済的な影響につ

いては、リーマンショックを上回るとの見方が一般的となっている。 
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まだ感染の第2波の有無も不透明であり、最終的な収束時期も読

めないものの、消費などへの影響をふまえれば、その可能性は否定

できない。 

ただし、コロナショックによる影響にはばらつきが大きいことも

事実であろう。特に、輸出は 4月が底であるとすれば、リーマンシ

ョックとはかなり状況が異なってくる。 

特に関西の推移をみれば、その印象が非常に強い。リーマンショ

ックの際は、30～40％前後の減少が10か月続いた（図表 4）。今回

は直近の 4月の減少率が 5％台にとどまっている。さらに、5月の

動きが4月よりも上向くようであれば、輸出への影響はリーマンシ

ョックを大きく下回る可能性が出てくる。 

 輸出と生産の連動性が高い点を考えると、これは生産の回復も意味することから、5月の輸出動向は今後

を占う大きなポイントといえよう。 

 

●リーマンショックと今回の違い 

ここで改めてリーマンショック後との違いを考えてみると、まずは金融不安が発生しておらず、逆に企

業へは十分な資金供給が行われている点が大きい。さらに、全分野にまたがる減少は起きておらず、５Ｇを

はじめとする好調な分野があることも大きな違いであろう。加えて、政府による需要喚起策の規模も、今回

は過去に例をみないものとなっている。つまり、反転のスピード感も当時とは異なる可能性が高い。 

「今回のコロナショックはリーマンショック以上の落ち込み」という評価は、個人消費に対しては当て

はまるものの、今のところ、輸出や生産についてはもう少し経過をみる必要があるということになろう。 

 

【図表4】 
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